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扶助費
子ども・高齢者・

障害者の福祉推進など
618億7,563万円

34.6％

人件費
職員の給与や
議員の報酬など

   279億9,810万円
15.7％

物件費
消耗品費、光熱水費、
施設の管理委託料など

261億5,319万円  14.6％

繰出金
特別会計などへ
支出された経費

110億4,111万円
6.2％

補助費等
民間や他の公共団体
などに対する助成金・

負担金など
194億6,755万円
10.9％

投資的経費
公共施設や道路の

整備費など
147億2,756万円

8.3％

公債費
市の借入金の返済金
91億2,079万円
5.1％

その他
維持補修費、積立金、貸付金など

82億9,143万円
4.6％

市　税
市民税や固定資産税

などの税金
716億8,600万円

38.7％
国・府支出金
国や府からの
補助金など

614億2,445万円
33.2％

国・府支出金
国や府からの
補助金など

614億2,445万円
33.2％

地方譲与税・交付金および地方交付税
国税や府税などの一部から譲与・交付されたもの

241億3,418万円  13.0％

市　債
国や金融機関などから

借り入れた資金
90億4,378万円
4.9％

使用料・手数料、分担金・負担金
公共施設の利用料金、

証明書の発行手数料ほか
34億7,092万円
1.9％

その他
預金利子や寄付金、

基金からの繰入金ほか
155億1,794万円

8.3％

豊中の財政状況

実質収支が 60億5,728万円と、前年度に引き続き黒字となりました一般会計

※各項目は1万円未満を四捨五入しているため、差し引きや合計が合わないことがあります。

令和4年度（2022）決算

問財政課 6858-2122

　前年度と比べると、歳出額は22億２,162万円の増、歳入額も29億７,705万円の
増になりました。
　歳出は、今年度開設した庄内さくら学園や庄内コラボセンターの建設経費や、中
学校全員給食の開始などにより増加しました。歳入は、新型コロナ関連事業の縮小
による国庫補助金の減や市債の減などがありましたが、市税の増、財政調整基金の
取り崩しなどにより増加し、黒字となりました。

歳　入

1,852億7,726万円
歳　出

1,786億7,537万円
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特別会計　全ての会計で黒字もしくは収支均衡となりました。

企業会計　�水道事業会計をはじめ３会計とも黒字となり、いずれの会計とも資金不足は生じていません。

区分 歳入 歳出 実質収支
国民健康保険事業 407億195万円 397億8,021万円 9億2,174万円
後期高齢者医療事業 74億6,012万円 71億8,445万円 2億7,567万円
介護保険事業 395億3,358万円 386億3,589万円 8億9,769万円

母子父子寡婦福祉資金貸付金 1億1,803万円 2,141万円 9,662万円
公共用地先行取得事業 7億2,569万円 7億2,569万円 ―

財産区 4億2,989万円 4億2,989万円 ―
合　　計 889億6,926万円 867億7,754万円 21億9,172万円

区分 収益 費用 純損益 令和3年度までの
累積利益 資金剰余額

病院事業 220億3,421万円 218億1,290万円 2億2,130万円 △1,093万円 88億7,770万円
水道事業 75億903万円 70億4,270万円 4億6,633万円 35億2,751万円 41億2,632万円

公共下水道事業 130億5,402万円 127億6,246万円 2億9,156万円 48億2,499万円 55億8,459万円
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313億1,293万円
（前年度比 3億8,238万円増）

　補正予算の財源として、取り崩しを行いました
が、積立額が取り崩し額を上回ったため、残高は
増加しました。
※�市の貯金のことを基金といい、財源不足を補うためや特定の目的
に活用するために積み立てています。

基金残高

※△はマイナスを表す

896億5,005万円
（前年度比 1億3,329万円増）

　臨時財政対策債や建設事業債を発行し、新規
発行額が元金の償還額を上回ったため、残高は
増加しました。
※�市の借金のことを市債といいます。

市債残高（一般会計）

①実質赤字比率：該当なし
一般会計などの赤字の割合。
早期健全化基準（11.25%）

③実質公債費比率：2.5%（前年度比0.3ポイント減）
実質的な借入金返済額の割合。
早期健全化基準（25％）

②連結実質赤字比率：該当なし
全会計における赤字の割合。
早期健全化基準（16.25％）

④将来負担比率：該当なし
現在の実質的な負債額の割合。
早期健全化基準（350％）

決算に基づく
財政状況の指標

　健全化判断比率を算定した結果、いずれの指標においても
早期健全化基準を下回りました。
※早期健全化基準以上となった場合は、健全化計画の策定が義務付けられます。
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豊中市人事行政の運営等の状況
令和4年度（2022）

　市職員の人数、勤務条件、給与などについて概要を公表します。これは、人事行政の透明性
を高めるため、地方公務員法などの法令に基づいて行うものです。
　詳しい内容は、10月18日㈬から市ホームページでご覧いただけます。

問人事課 6858-2019

職員数

職員の給与

職員の服務・退職管理

職員の勤務時間・勤務条件

　常勤の職員とは、一般職の常勤職員で、
常勤の再任用職員（定年退職後に引き続き
職員として勤務するもの）と任期付職員を
含み、臨時的任用職員を除くものです。

❶基本給与の平均額
（令和4年4月時点）

❷退職手当
191人に、総額19億5,070万円（1人当たり平均支給額1,021万円）。

❸ラスパイレス指数（令和4年4月1日時点）
国家公務員の給料を100とした場合の豊中市職員の給料水準　
は100.0。

　地方公務員法により、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務専念義務などの義務・禁止規定
があります。また、退職者には、再就職情報の届出義務、市への働き掛け規制があります（技能職員や
地方公営企業法の企業職員にあたる職員は、地方公務員法が一部適用除外されるなど、法適用が異
なります）。

（各年4月1日時点）

区分 令和4年 令和5年（参考）
常勤職員 3,559人 3,601人

再任用短時間勤務職員 150人 127人
任期付短時間勤務職員 206人 194人

1週間の勤務時間 38時間45分
1日の勤務時間 7時間45分（8時45分～17時15分）

休日 土曜・日曜日、祝・休日、年末年始
休暇 年次有給休暇、夏季休暇、結婚休暇、服喪休暇（親族死亡時）、療養休暇、出産休暇ほか
その他 育児休業（子が3歳になるまで。無給）

本給 320,000円
地域手当 40,000円
扶養手当 9,000円
合計 369,000円
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豊中市人事行政の運営等の状況
令和4年度（2022）

人事評価・職員研修

職員の福祉および利益の保護の状況

職員の分限、懲戒処分

公平委員会の業務状況

❶人事評価

〈 厚生制度 〉 〈 共済制度 〉

〈 公務災害補償制度 〉

　職員の育成につな
げることを目的に実
施しています。また、人
事評価の結果を人事
異動や昇給および勤
勉手当に反映します。

❷職員研修

◎定期健康診断・がん検診ほか
◎�豊中市職員厚生会が実施する補
助・給付事業（健診等補助事業、人
間ドック補助事業、各種給付金、選
択制〈ポイント式〉給付事業、資格
等取得助成事業）ほか

◎�老齢厚生年金・障害厚生年金・遺族厚生年金の支給、�
健康保険、出産費・埋葬料の給付、疾病予防の実施ほか

◎�公務上・通勤途上の負傷・疾病に対する療養補償・�
休業補償・障害補償ほか

❶分限処分 病気休職者数100人 ❷懲戒処分 戒告9人・減給5人・停職4人・免職0人

（教職員含む）

職員の勤務条件に関する
措置の要求

職員に対する不利益処分に関する
審査請求

　職員が給与・勤務時間などの勤務条件に関
して、市が適切な措置を講ずるよう、公平委員
会に対し要求できる制度
〈�新規�〉2件�／〈�継続�〉5件�／〈�終了�〉0件

　職員が懲戒処分などの不利益処分を受けた
ことに不服があるときに、公平委員会に対し審
査請求ができる制度
〈�新規�〉1件�／〈�継続�〉3件�／〈�終了�〉1件

研修名 実施件数 延べ参加人数

人事課
主催研修

基本研修
（新規採用職員～管理職員研修ほか） 28件 1,583人

課題研修 28件 1,370人
職場研修 13件 1,010人
派遣研修（専門研修機関主催、他団体と共同研修ほか） 71件 187人
自主研修・研究事業（グループ研究支援事業ほか） 9件 370人
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　  記念式典記念式典
時10月4日㈬10時～11時30分
所文化芸術センター 小ホール
　  植樹式植樹式
時10月4日㈬14時～14時30分
所二ノ切池公園バラ園
　  少年野球親善試合少年野球親善試合
時�10月4日㈬17時～（開会セレモニーあり）、 

5日㈭17時～、7日㈯9時～、 
8日㈰ 9時～・13時～

所豊中ローズ球場
サンマテオ市少年野球親善交流団

10月1日㈰～12月10日㈰

豊中市・サンマテオ市
姉妹都市提携60周年

　豊中音楽コンクールの各部門で最高位を受賞した若き演奏家による「受賞者記念コンサート」や、日
本センチュリー交響楽団による特別なアンサンブル・コンサート「まちなかクラシック」をはじめ、まち
のさまざまな場所で多彩なイベントを行います。音楽と出会い親しんで楽しさや素晴らしさを感じて
みませんか。詳しくは、市ホームページや市役所・公民館などで配布のリーフレットをご覧ください。
　とよなか音楽月間の催しは11・22・26～30ページに記載し、「 　」マークを付けています。
問魅力文化創造課 6858-2551

　サンマテオ市は米国カリフォルニア州にある都市で、景観の良い住宅地として発展し、近くに空
港があるなど、本市と共通点が多くあります。
　姉妹都市提携を結んだのは、昭和38年（1963）10月8日。本市を訪れたサンマテオ市の高校生
が、帰国後「街の雰囲気が似ている」と市議会議員の父に話したことがきっかけでした。以来、ス
ポーツや文化の交流を中心に親睦を深めてきました。
　姉妹都市提携60周年にあたり、10月3日㈫から9日㈷までの７日間、サンマテオ市長や少年野
球親善交流団が本市に滞在します。訪問団を歓迎し、60周年を盛り上げましょう。
問魅力文化創造課 6858-2876


